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論文内容の要旨
T細胞性慢性リンパ'性白血病 CT-CLL) は成熟T細胞の単クローン性拡張とみなしうる病態の疾
患であり，乙の細胞学的検索は正常T細胞サブセ、y トの解折に有用と考えられる。著者らは 1g C-Fc 
部分に対するレセプターを持つ 2例のT-CLL (T T -CLL typel及びT T -CLL type2)を比較検討し，それらの白
血病細胞に形態学的差異を見い出した乙とより Tγサブセットにおける不均一性に注目してきた。
本研究は，このような基盤のもとに，一方の白血病細胞にのみ特異的な抗血清を作製する乙とにより，
白血病Tγ細胞を抗原性の上からも分類するとともに，正常な Tγサブセットの不均一性をも証明しよ
う止するものである。
(方法ならびに成績)
抗血清(抗Tγ ー 1 )は以下の方法で作製した。
免疫原 :Tγ-C L L type 1 細胞。この白血病細胞は形態的に核は類円形，クロマチンは凝集，核
小体なし。細胞質は広く多数のアズール頼粒をもっ。電顕的 lとは細胞質内に細管状構造の層状集合
からなる特殊な形態の穎粒 CP TA) をもつことが特徴である。組織化学的には非特異性エステラ
ーゼ・酸性フォスファターゼが細胞質全面に散在する。
免疫動物:家兎
吸収原 :Tγ ー C L L type 2細胞。乙の細胞は光顕形態的・組織化学的に， Tγ- C L L type 1 
細胞と類似。しかし，電顕的には細胞質内頼粒K.PTA構造を認めない。
得られた抗Tγ ー 1 の反応性は間接蛍光抗体法，補体依存性細胞障害試験により検討した。またTγ
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細胞と抗Tγ ー 1 反応陽性(抗Tγ ー 1+) 細胞との関係は EA ロゼット法と間接蛍光抗体法のdouble
marking 法 lとより調べた。また 4 種の単クローン性抗体， OKT3 CPanT) , OKT4 CHelper/ 
Ind ucer) , 0 K T 8 C S uppressor/C ytotoxic) , 0 K M 1 CMonocyte/Myeloid) のTγ ー CLL
type 1 及びTγ ー C L L type 21[:対する反応性は間接蛍光抗体法により調べた。抗Tγ-1+ 細胞と
OKT8+細胞との関係は， FITC と Rhodamine を用いたdouble staining 法により検討した。
① 各種白血病細胞に対する反応:抗Tr-1 は， T r -C L L type 1 以外の検索し得たし、かなる
白血病細胞とも反応しなかった。
② 正常末梢血白血球との反応:抗Tγ- 1 は，正常末梢血単核球の 14.5 士 3.4 %と反応したが，
単球・頼粒球とは反応しなかった。また E ロゼット陽性細胞の 19.0 土 6.5 %と反応したが， E ロゼッ
ト陰性細胞とはほとんど反応しなかった。しかもすべての抗Tr-1 ート細胞は， T r 細胞に含まれてお
り，それはTr 細胞の約72%を占めた。
③ 胸腺リンパ球との反応: 60-78~づの胸腺リンパ球と反応した。胸腺細胞による吸収により，抗Tγ
-1 の正常末梢血単核球及びTγ-C L L type 1 細胞に対する反応性は完全に消失した。
④ 単クローン性抗体との比較:単クローン性抗体の Tr ← CLL type1 , T r -CLL type 2 細胞に対
する反応性は以下の通りであった。 Tr ← CLL type 1 細胞は OKT 3+ , OKT4二 OKT8+ ， OKM 1 ーま
た Tγ 一 C L L type 2 細胞はOKT3+ ， OKT4+ , OKT8 一， OKM 1 +であり，抗Tγ-1
と OKT8 の反応態度に一致を認めた。抗Tγ ー 1 と OKT8 の特異性に差があるか否か， doubJe 
/抗Tγ ー 1+ 什 OKT8+\staining‘法により検討したと乙ろ，その一致率( + •) は約80%であった。しか\抗Tγ ー 1 T UOKT8↑ノ
し一方，抗Tγ 一 1 は EA ロゼット形成を抑制しないにかかわらず， OKT 8 はこれをほぼ完全に抑制
することも明らかにされた。
(総括)
1. Tγ ー C L L type 1 細胞を免疫原とし， Tγ-C L L type 2 細胞を吸収原とし抗血清，抗Tγ
一 1 を作製しその特異性を検討した。
@ 抗Tγ-1 は，各種白血病細胞中， Tγ ー C L L type 1 細胞とのみ反応し，他の白血病細胞と
は反応しなかった。
⑮ 抗Tγ- 1 は，正常末梢血Tγ細胞の約72% とのみ反応し，他のし、かなる白血球分画とも反応し
なかった。
@ 抗Tγ 一 1 は，胸腺リンパ球の60-78% と反応した。抗Tγ ー 1 の抗体括性は，胸腺細胞による
吸収により消失した。
⑬ 抗Tγ ー 1+ 細胞と OKT 8+ 細胞は8096 と高い一致率をみた。しかし， EA ロゼット形成の抑
制 lζ関しては，全く異なる態度を示した。
2. これらの結果より，抗Tγ ー l は正常及び白血病Tγ細胞の或る部分(サブセット)を認識するこ
とが示された。 2 例の T ，・ -CLL についての検討から， Tγ細胞は少くとも 2 つのサブセット一一
PTA+ ，抗Tγ ー 1 , OKT3+ , OKT4- , OKT8+ , OKMlーのサブセットと， PT 
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A- ，抗Tγ ー 1 一， OKT4+. OKT8一， 0 KM 1 +のサブセ "J トーーを含む乙と，しかも Tγ
-1 と OKT8 の比較から，抗Tγ 一 1+ ， OKT8ーの形質を特つ，前二者とは異なるサブセット
をも含む可能性が示された。また抗Tγ 一 1 と OKT8 は別の抗原決定基を認識しており， OKT8 
の認識する決定基は，抗Tγ ー 1 のそれと異なり Fc レセプター機能と関連ある乙とが示された。
論文の審査結果の要旨
本論文は，表面形質の抗原性に基く Tγ細胞の分類に関する研究である。すなわち，電顕形態学的特
徴を異iとする 2 種のTγ ー CLL細胞の一方にのみ特異性を有する抗血清を作製することにより，抗原
性の上からも Tγ ー C L LH: は 2 つの type が存在することを証明し，更に. OKT8 単クローン性抗
体との比較より，正常Tr細胞が多様な(少くとも 3 種の)分画から構成されることを明らかにしている。
本研究は，正常Tバ剛包サブセットの解析並びにT細胞性白血病の診断に有用な手段を提供するもので
あり，博士論文lζ値いすると判断される。
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